
日本セラミックス協会関東支部見学会 見学後記 
 

去る平成 21年 11月 20日（金），平成 21年度の会社見学会が開催されました．本年の参

加者は 33 人（内，学生 21 人）であり，見学先として，株式会社信光社（横浜市栄区）と

東芝ナノアナリシス株式会社（横浜市磯子区）を訪問いたしました．9時 30分に JR京浜東

北線・根岸線の本郷台駅に集合し，まずは信光社に徒歩で移動しました． 

信光社は光学分野をはじめとした高機能性単結晶の開発・製造及びその加工を行ってお

り，酸化物単結晶製造のスペシャリストとして国際的にも高く評価されている会社です．

はじめに簡単な会社概要等をご説明いただいた後，4つのグループに分かれて社内を見学さ

せていただきました．私たちのグループは，まず光ファイバー関連の製品を組み立ててい

る部署から見学しました．アイソレーターや光ファイバーセンサの実物を見ながら光学結

晶の役割をご説明いただき，これらの最終的なサイズや性能における光学結晶の重要性を

理解することができました．次に展示室を見学しました．時計用窓から光ファイバー部品

まで様々な製品が展示してあり，特に，TSMG 法によって作製された巨大な原石とその加

工品は目を引くものがありました．3ヶ所目としてベルヌーイ法による単結晶製造現場を見

学しました．教科書等で一般的に見られるベルヌーイ法ですが，その装置や実際の製造現

場を見る機会はなかなかないので，貴重な体験となりました．最後に製品の研磨工程を見

学しました．工程としてはシンプルでしたが，装置構成や研磨剤量といった部分のノウハ

ウとして長年培ってきた技術の粋が詰まっていると感じました．信光社を見学させていた

だいて，単結晶の製造に関して一貫した高度な技術をバックボーンとして持ち，その上で

最先端技術に挑戦し，応用展開を目指していくという方針が，すばらしい製品を生み続け

ていく理由であると感じました．また，説明していただいた方をはじめとして社員の皆様

の雰囲気がよく，会社としていい環境にあるのだなと思いました．ここでは実際に製造を

行っている現場を間近で見学させていただき，我々が普段は触れることのできない企業の

雰囲気を感じることができました．これは，学生を含め全員にとって貴重な体験になった

のではないかと思います．そして最後にはお土産として「単結晶製のしおり」をいただき，

まさに記念の一品となりました．本当にありがとうございました． 

信光社にて昼食をとった後，電車で新杉田に移動し，東芝ナノアナリシス株式会社へと

向かいました． 

東芝ナノアナリシスは半導体・液晶・金属・セラミックス・高分子材料・原子力材料な

ど，幅広い分野の材料・環境分析や評価を行っており，その蓄積された専門技術・知識を

基にプロセスに精通した分析ソリューションを提供されています．はじめに業務内容の説

明と分析における装置及び解析手法の解説をしていただきました．物理分析・化学分析に

おける最新の分析手法をご紹介いただき，資料とともに非常にわかりやすくその内容を理

解することができました．特に，アトムプローブ技術への取り組みについては，原子レベ

ルでの微細・微量分析を平均化することなく可能とする手法はこれまでにないものであり，



非常に興味深い内容でした．また，分析手法の開発だけではなくこのような最先端技術の

開発への取り組みについてもお話を伺うことができ，非常に楽しい時間を過ごすことがで

きました．その後，3つのグループに分かれて解析室を見学させていただきました．当然で

すが，大型の装置が何台も列挙している様子は壮大でした．二次元検出器を備えたμXRD

や FIBで試料を作製した TEMなどでは，研究室においてなじみのある装置が最先端の技術

ではどのようになっているのかを感じることができたのではないでしょうか．個人的には，

CCDを用いた XRD解析や FIB作製試料の TEM観察など以前研究で関わっていた装置を見

ることができ，懐かしくもありました．東芝ナノアナリシスを見学させていただいて，一

般的な分析はもちろん，東芝グループということもあり，半導体等の故障解析やプロセス

解析といった材料に強い分析会社であると感じました．材料分析では，小型化に伴ってよ

り高度な分析技術が要求されるとともに，材料についての知識も必要となります．実際に

現場を見学させていただいて，研究員の方々が高い技術と深い知識，そして情熱を持って

仕事に取り組んでおられる様子を感じることができました． 

本見学会に参加して，製造と材料分析という異なる分野の企業を見学することができ，

特に私のような初心者や学生にとって非常に有意義な時間になったと思います．また，企

業で実際に行われている活動を目にする機会は限られていますので，この見学会での時間

を通して，これまでは文章でしか学べなかったこと，あるいはそれ以上の経験を，各自が

はっきりとイメージすることができたのではないかと思います． 

最後になりますが，このようなすばらしい見学会を企画，開催していただきました神奈

川工科大学の伊熊泰郎先生，私たちのために貴重な時間を割いていただきました株式会社

信光社及び東芝ナノアナリシス株式会社の方々をはじめ，本見学会開催にご尽力いただい

た関係者の皆様に対し，この場をお借りして厚く御礼申し上げます． 

（埼玉大学大学院理工学研究科 撹上将規） 

東芝ナノアナリシス株式会社前にて 


